
別紙１　参考様式

１　対象地区の現状
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２　対象地区の課題

４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（任意記載事項）

実質化された人・農地プラン

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日

①地区内の耕地面積 398

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 206

③地区内における70才以上の農業者の耕作面積の合計 115

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計 64

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 0

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 27.73

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

美馬市 岩倉地区 令和4年3月31日 令和5年3月31日

（備考）

　今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積よりも、70才以上で後継者未定の農業者の耕作面積の方
が32.46ｈａ多く、新たな農地の受け手の確保が必要。

　岩倉地区の農地利用は、中心経営体である認定農業者20経営体及び認定新規就農者1経営体が担うほか、
入作を希望する認定農業者及び認定新規就農者の受入れを促進することにより対応していく。

農地の貸付け等の意向把握と農地中間管理機構の活用方針
　農業委員会、農業協同組合等の関係団体と連携して、農地の貸付け等の意向把握に努め、将来の経営農地
の集約化を目指し、農地中間管理機構を通じて中心経営体への貸付けを進めていく。

鳥獣被害防止対策への取組方針
　鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業等を活用しての捕獲活動や、捕獲体制の構築等に取り組む。



（参考）　中心経営体
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認農法 稲作 5.75 
稲作＋麦類作＋
露地野菜

16.45 

認農法
稲作＋麦類作＋
露地野菜

2.55 
稲作＋麦類作＋
露地野菜

2.99 
江原、脇、三
島、穴吹・口
山・古宮

認農 酪農 酪農

認農
稲作＋麦類作＋
露地野菜

5.80 
稲作＋麦類作＋
露地野菜

6.55 脇

認農
稲作＋麦類作＋
露地野菜

2.91 
稲作＋麦類作＋
露地野菜

3.91 

認農
稲作＋麦類作＋
雑穀・いも類・豆類
＋露地野菜

2.31 
稲作＋麦類作＋
雑穀・いも類・豆類
＋露地野菜

3.21 

認農 稲作＋露地野菜 3.15 稲作＋露地野菜 4.78 脇、郡里

認農 露地野菜 0.60 露地野菜 1.63 郡里

認農
稲作＋雑穀・いも
類・豆類

0.25 
稲作＋雑穀・いも
類・豆類＋果樹類

0.45 

認農
稲作＋麦類作＋
果樹類

0.99 
稲作＋麦類作＋
果樹類

2.47 郡里

認農
稲作＋麦類作＋
雑穀・いも類・豆類
＋露地野菜

0.29 
稲作＋麦類作＋
雑穀・いも類・豆類
＋露地野菜

0.30 脇、郡里

認農 稲作＋麦類作 0.97 
稲作＋麦類作＋
露地野菜

1.77 

認農 稲作＋露地野菜 1.52 稲作＋露地野菜 1.92 

認農 酪農 酪農

認農
稲作＋麦類作＋
果樹類

6.34 
稲作＋麦類作＋
果樹類

7.34 

認農法 麦類作＋加工品 0.10 麦類作＋加工品 1.56 

認農
稲作＋麦類作＋
肉用牛

1.21 
稲作＋麦類作＋
肉用牛

1.68 脇

No 属性
農業者

（氏名・名称）

現状 今後の農地の引受けの意向

経営作目 経営面積 経営作目 経営面積 人・農地プラン登載地区
（当該地区以外）



18 ha ha

19 ha ha

20 ha ha
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人 ha ha

認農
稲作＋雑穀・いも
類・豆類

0.07 
稲作＋雑穀・いも
類・豆類

0.17 
江原、脇、郡
里

認農
稲作＋麦類作＋
雑穀・いも類・豆類

15.54 
稲作＋麦類作＋
雑穀・いも類・豆類

19.90 脇

認農 稲作＋露地野菜 0.72 稲作＋露地野菜 1.72 

認農法 養鶏＋肉用牛 養鶏＋肉用牛
江原、郡里、
重清、穴吹・
口山・古宮

計 0 51.07 78.80 


